
 

  

第
三
章 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
宛
織
田
信
長
朱
印
状 

 

第
五
章 

日
本
王
権
の
重
層
性
と
二
重
性 

 

第
一
章 

イ
エ
ズ
ス
会
初
期
布
教
期
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

 

第
四
章 

永
禄
四
・
五
年
の
畿
内
合
戦
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
畿
内
布
教 

 

以
上
、
第
一
・
第
二
部
に
お
い
て
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
の
両
視
点
か
ら
当
該
期
日
本
の
国
家
・
権
力
を
読

み
取
ろ
う
と
し
た
。
以
下
、
章
立
て
で
あ
る
。 

 

第
一
部
で
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
詳
細
な
分
析
を
行
い
、
そ
の
上
で
同
史
料
か
ら
中
近
世
移
行
期
権

力
の
実
態
を
探
っ
て
い
っ
た
。
邦
文
史
料
の
場
合
、
原
文
書
に
基
づ
く
研
究
が
す
で
に
定
着
し
て
お
り
、

一
次
史
料
を
引
用
し
た
上
で
の
実
証
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
欧
史
料
に
つ

い
て
は
、
二
次
的
な
編
纂
史
料
集
を
利
用
し
、
か
つ
訳
文
主
義
と
い
う
状
況
が
今
な
お
続
い
て
い
る
。
こ

の
現
状
を
打
破
す
る
に
は
、
原
本
の
有
無
の
確
認
、
諸
写
本
の
校
合
、
邦
文
史
料
と
の
比
較
と
い
っ
た
史

料
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
部
で
は
、
各
章
で
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
実
証
的
な
検

証
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
第
六
章
で
当
該
期
権
力
論
に
繋
げ
る
試
み
を
行
っ
た
。 

  

第
四
章 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
「
天
下
」
理
解
と
朝
廷
理
解 

 

第
六
章 

永
禄
一
二
年
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
め
ぐ
っ
て 

 

本
論
文
は
、
中
近
世
移
行
期
研
究
の
研
究
蓄
積
や
研
究
意
義
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
と

い
う
全
く
素
材
の
異
な
る
史
料
を
用
い
て
、
当
該
期
日
本
の
国
家
・
権
力
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
が
従
来
の
よ
う
な
宗
教
史
や
修
道
会
史
の
史
料
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
史

の
他
分
野
に
も
利
用
価
値
の
高
い
史
料
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ね
ら
い
も
あ
る
。
か
か
る
点
か
ら
、
本
論
文

で
は
そ
の
方
法
論
を
二
部
に
分
け
て
論
じ
た
。 

 

続
く
第
二
部
は
、
厖
大
に
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
を
も
と
に
、
宣
教
師
の
権
力
者
観
・
国
家
観
か
ら
中

近
世
移
行
期
日
本
の
国
家
・
権
力
の
変
容
と
、
そ
の
移
行
過
程
を
読
み
と
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
布

教
を
計
画
し
た
時
期
か
ら
織
豊
期
ま
で
を
対
象
に
、
宣
教
師
の
権
力
者
・
国
家
観
が
形
成
さ
れ
る
過
程
お

よ
び
変
化
の
経
過
を
四
章
に
分
け
て
検
討
し
た
。
最
後
に
第
五
章
で
王
権
論
を
取
り
あ
げ
、
宣
教
師
の
日

本
権
力
者
観
・
国
家
観
の
新
た
な
方
向
性
へ
の
道
筋
を
立
て
た
。 

 

第
二
章 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
天
皇
・
将
軍
認
識 

一 

本
論
文
の
主
旨
お
よ
び
構
成 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
見
た
中
近
世
移
行
期
日
本
の
国
王
と
国
家 

第
二
部 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

第
一
部 

イ
エ
ズ
ス
会
史
料
に
お
け
る
中
近
世
移
行
期
権
力 

序
章 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
権
力
者
・
国
家
認
識
の
意
義 

概
要
書 

終
章 

連
合
国
家
と
二
人
国
王 

  

第
三
章 

畿
内
布
教
期
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

第
五
章 

日
乗
の
後
半
生 

第
二
章 

永
禄
一
二
年
宗
論
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 

第
一
章 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
日
本
語
表
記 
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そ
こ
で
、
従
来
と
は
異
な
る
研
究
視
角
か
ら
分
析
を
行
い
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
を
従
来
の
研
究
蓄

積
と
結
び
つ
け
て
中
近
世
移
行
期
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
有
効
な
研
究
手
法
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
、
中
近
世
移
行
期
が
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
外
国

人
宣
教
師
の
日
本
国
家
観
、
お
よ
び
そ
の
推
移
と
い
う
研
究
視
角
か
ら
中
近
世
移
行
期
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
中
で
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
来
日
当
初
か
ら
権
力
者
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
事
実
彼
ら
の
書
い
た
書
翰
や
記
録
に
は
、
日
本
の
権
力
者
や
国
家
に
関
す
る
情

報
が
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
は
修
道
会
史
や
布
教
史
に

使
用
さ
れ
る
ほ
か
は
、
日
本
史
の
参
考
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
同
史
料
は
信
憑
性
と
い
う
点
で
欠
陥
が
あ
る
と
の
偏
見
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
編
纂
史
料
集
で
あ
る

エ
ヴ
ォ
ラ
版
日
本
書
翰
集
や
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
等
の
二
次
史
料
を
扱
う
こ
と
に
甘
ん
じ
て
き
た
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
良
質
の
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
を
多
数
所
蔵
す
る
ロ
ー
マ
・
イ
エ
ズ
ス
会
文

書
館
が
す
で
に
一
般
研
究
者
に
閲
覧
を
許
可
し
て
お
り
、
海
外
に
お
い
て
は
原
文
書
に
基
づ
く
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。 

 

中
近
世
移
行
期
は
、
織
田
信
長
入
京
を
境
に
中
世
と
近
世
を
区
分
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
安
良
城
盛
昭
氏
の
学
説
に
よ
り
、
織
田
期
と
豊
臣
期
の
間
に
大
き
な
断
絶
が
あ
る
と
い
う
、
中

近
世
断
絶
状
況
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
世
史
研
究
の
側
が
異

を
唱
え
、
戦
国
村
落
史
研
究
の
諸
成
果
か
ら
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
へ
の
移
行
過
程
に
連
続
性
が
認
め

ら
れ
る
と
反
論
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
中
世
史
・
近
世
史
両
研
究
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

近
世
の
画
期
を
問
う
近
世
史
研
究
と
、
中
世
・
近
世
の
連
続
性
を
見
よ
う
と
す
る
中
世
史
研
究
の
間
で
、

見
解
の
相
違
が
今
な
お
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
指
摘
さ
れ
る
背
景
に
は
、
緻
密
な
実
証
研
究
が

多
大
な
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
る
反
面
、
研
究
対
象
が
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
全
体
像
を
把
握
し
て
移
行
過
程
を
ど
う
読
み
と
る
か
と
い
う
分
析
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
研
究

状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。 

 

大
航
海
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
非
西
欧
諸
国
へ
の
進
出
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
世
界
各

地
で
異
文
化
接
触
が
行
わ
れ
、
東
西
文
明
双
方
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
多

く
の
南
蛮
文
物
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
え
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
嚆
矢
と
し
て
、

実
に
多
く
の
宣
教
師
が
日
本
で
宣
教
活
動
に
あ
た
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
仏
教
徒
や
一
部
の
識
者
に
よ

る
抵
抗
こ
そ
あ
っ
た
も
の
の
、
西
日
本
を
中
心
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
の
伴

天
連
追
放
令
や
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
・
迫
害
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

民
衆
が
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
を
堅
持
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
は
当
該
期
を
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
」
と
呼

ん
で
お
り
、
日
本
史
の
時
期
区
分
で
は
中
近
世
移
行
期
に
位
置
す
る
。 

 

従
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
が
日
本
史
研
究
の
中
に
十
分
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
つ
世
界
レ
ベ
ル
に
お
い

て
も
評
価
さ
れ
る
に
は
、
南
欧
諸
国
に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
次
史
料
に
よ
る
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
で
き
る
限
り
一
次
史
料
を
扱
い
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
日
本
国
家
観
・
権
力

者
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

第
一
部 

イ
エ
ズ
ス
会
史
料
に
お
け
る
中
近
世
移
行
期
権
力 

序
章 
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
権
力
者
・
国
家
認
識
の
意
義 

二 

各
章
の
概
容 
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ま
た
、
日
本
語
表
記
が
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
書
翰
の
受
取
手
も
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
国
内
の
宣
教
師
の
間
で
は
、
あ
る
程
度
日
本
語
に
よ
る
伝
達
が
な
さ

れ
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
、
外
国
人
宣
教
師
の
日
本
語
習
熟
度
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
宣

教
師
の
語
学
力
を
問
題
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
再
考
の
余
地
の
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。 

 
一
五
六
九
年
六
月
一
日
付
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
は
、
織
田
信
長
関
連
記
事
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
永
禄
年
間
の
織
田
政
権
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来

引
用
さ
れ
て
き
た
エ
ヴ
ォ
ラ
版
日
本
書
翰
集
は
、
編
集
時
に
原
文
の
一
部
省
略
あ
る
い
は
改
変
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
史
料
価
値
と
い
う
点
で
は
二
次
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
原

文
書
に
よ
る
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
書
翰
の
原
本
は
現
存
し
な
い
。
だ

が
、
リ
ス
ボ
ア
国
立
図
書
館
に
良
質
の
写
本
が
現
存
す
る
。
こ
の
写
本
の
詳
細
な
史
料
研
究
と
翻
訳
は
行

わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
わ
た
っ
て
同
写
本
の
検
討
を
行
っ
た
。 

 

永
禄
一
二
年
四
月
二
〇
日
妙
覚
寺
に
て
宗
論
が
行
わ
れ
た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
記
事
は
、
邦
文
史

料
と
照
合
し
て
も
十
分
整
合
性
が
認
め
ら
れ
、
史
実
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
宗
論
の
内
容
は
、

信
仰
対
象
デ
ウ
ス
に
関
す
る
ロ
レ
ン
ソ
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
デ
ウ
ス
が
見
え
る
か
否
か
と
い
う

問
答
に
移
行
し
、
最
後
は
霊
魂
が
不
可
視
な
も
の
で
も
存
在
す
る
と
述
べ
る
フ
ロ
イ
ス
に
対
し
、
日
乗
が

激
昂
し
て
長
刀
を
手
に
取
っ
た
と
こ
ろ
を
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
、
と
い
う
の
が
大
筋
の
流
れ
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
フ
ロ
イ
ス
書
翰
と
「
日
本
史
」
で
一
致
し
て
い
る
が
、
「
日
本
史
」
の
方
が
よ
り
詳
細
で
、

書
翰
に
記
さ
れ
る
内
容
よ
り
も
一
層
宗
論
ら
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
「
日
本
史
」
の
記

 

第
二
章
は
、
永
禄
一
二
年
に
フ
ロ
イ
ス
と
日
乗
の
間
で
行
わ
れ
た
宗
論
を
題
材
と
し
た
。
こ
の
宗
論
が

記
載
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
は
、
前
章
で
扱
っ
た
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
と
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」

に
限
ら
れ
、
邦
文
史
料
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
宗
論
は
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
を
も
と
に
恣
意
的

に
解
釈
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
宗
論
の
背
景
や
内
容
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
書
翰
に
書

か
れ
た
フ
ロ
イ
ス
の
発
言
部
分
に
注
目
し
て
分
析
し
た
。 

 

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
エ
ヴ
ォ
ラ
版
日
本
書
翰
集
に
依
存
し
た
研
究
が
続
い
た
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料

の
利
用
価
値
を
十
分
に
活
か
す
な
ら
ば
、
本
書
翰
の
場
合
リ
ス
ボ
ア
国
立
図
書
館
所
蔵
書
翰
の
方
が
は
る

か
に
史
料
価
値
が
高
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
を
日
本
史
の
一
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
本
章

で
検
証
し
た
よ
う
な
原
文
書
や
良
質
の
写
本
に
よ
る
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
史
研
究

に
有
益
な
史
料
と
し
て
、
そ
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。 

  

第
一
章
で
は
、
同
写
本
に
特
徴
的
な
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の
日
本
語
表
記

を
見
て
い
く
と
、
当
該
部
分
に
下
線
が
引
い
て
あ
り
、
欄
外
に
そ
の
語
句
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
注
釈
が
付
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
約
六
十
箇
所
に
及
ぶ
。
内
容
は
地
名
・
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
や
政
治
・
宗
教
関

連
語
句
、
日
常
生
活
で
必
要
な
語
句
等
様
々
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
来
日
当
初
か
ら
日
本
の
宗
教
事
情

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
の
国
家
・
権
力
に
も
注
目
し
て
き
た
。
そ
の
把
握
の
た
め
に
、
現
地
語
で
あ

る
日
本
語
の
収
得
お
よ
び
日
本
語
理
解
を
進
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
書
か

れ
た
政
治
・
宗
教
関
連
記
事
は
、
日
本
で
の
宣
教
活
動
に
お
け
る
重
要
語
句
と
し
て
宣
教
師
に
理
解
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
宣
教
師
の
国
家
・
権
力
者
認
識
を
検
討
す
る
上
で
の
一
指
標
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
本
章
で
の
分
析
に
お
い
て
も
エ
ヴ
ォ
ラ
版
書
翰
集
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。 

第
二
章 

永
禄
一
二
年
宗
論
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 

第
一
章 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
日
本
語
表
記 
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一
方
、
フ
ロ
イ
ス
は
こ
の
朱
印
状
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
京
都
で
の
居
住
が
保
証
さ
れ
た
も
の
と
理
解

し
、
今
後
自
由
に
布
教
が
行
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
自
体
が
布
教
を
許
可
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
フ
ロ
イ
ス
自
身
も
分
か
っ
て
お
り
、
書
翰
に
も
そ
う
し
た
記
述
は
一
切
な
い
。 

 

永
禄
一
二
年
宗
論
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
信
長
が
た
ま
た
ま
同
席
し
た
日
乗
に
質
問
さ
せ
て
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
安
土
宗
論
の
よ
う
な
政
治
的
な
思
惑
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
宗
論
だ
け
を
見
れ
ば
、
よ
く
あ

る
宗
論
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
論
後
日
乗
は
宣
教
師
追
放
を
信
長
に
進
言
し
、
そ
れ
が
無
理
と

悟
る
と
今
度
は
天
皇
か
ら
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
綸
旨
は
、
信
長
や
足
利
義
昭
の
宣

教
師
居
住
許
可
の
朱
印
状
や
制
札
と
対
立
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
後
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
く
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
永
禄
一
二
年
宗
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
に
よ
る
宗
教
上
の

対
立
か
ら
、
そ
の
後
日
乗
を
宣
教
師
追
放
に
駆
り
立
て
、
宣
教
師
の
京
都
居
住
を
巡
る
問
題
に
ま
で
発
展

し
て
い
く
一
連
の
事
件
の
契
機
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

従
っ
て
、
永
禄
一
二
年
宗
論
は
宣
教
師
と
仏
僧
の
対
立
と
い
う
宗
教
史
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
政

治
史
の
面
か
ら
も
位
置
づ
け
る
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宗
論
後
の
日
乗
の
行
動
も
含
め
て
考
え

る
と
、
日
乗
に
対
し
て
何
の
処
罰
も
し
な
か
っ
た
信
長
の
行
動
は
、
永
禄
年
間
の
織
田
政
権
の
実
態
を
解

明
す
る
上
で
重
要
な
問
題
と
い
え
る
。 

 

フ
ロ
イ
ス
は
信
長
と
の
対
面
の
場
で
朱
印
状
を
求
め
、
後
日
信
長
か
ら
朱
印
状
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
朱
印
状
は
現
存
せ
ず
、
フ
ロ
イ
ス
書
翰
お
よ
び
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
に
書
か
れ
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
訳
文
の
も
の
し
か
な
い
。
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
か
れ
た
朱
印
状
の
存
在
は
、
早
く
か
ら
研
究
者

の
間
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
印
状
自
体
の
分
析
は
こ
れ
ま
で
厳
密
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
朱
印
状
の
復
元
的
考
察
を
行
い
、
そ
の
上
で
こ
の
朱
印
状
の
性
格
を
読
み
と
っ
た
。 

 

こ
の
朱
印
状
は
従
来
フ
ロ
イ
ス
宛
信
長
朱
印
状
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
宣
教
師
側
の
記
録
を
見

て
も
宛
所
に
個
人
名
が
書
か
れ
た
と
す
る
文
言
は
な
く
、
邦
文
史
料
と
し
て
現
存
す
る
足
利
義
輝
の
宣
教

師
宛
禁
制
に
も
個
人
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、
単
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
宛
て
た
朱
印
状
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
文
書
名
は
「
永
禄
一
二
年
四
月
八
日
付
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
宛
織
田
信
長
朱

印
状
」
と
す
る
方
が
正
確
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
印
状
の
内
容
は
、
寄
宿
の
禁
止
、
町
の
勤
め
と
義
務
の
免

除
、
他
者
の
妨
害
か
ら
の
保
護
の
三
ヵ
条
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
フ
ロ
イ
ス
書
翰
か
ら
読
み
と
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
朱
印
状
は
、
こ
の
時
期
信
長
が
多
数
発
給
し
た
禁
制
の
一
つ
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
問
題
は
フ
ロ
イ
ス
の
発
言
部
分
を
彼
自
身
が
実
際
に
言
い
得
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

フ
ロ
イ
ス
の
日
本
語
の
語
学
力
を
疑
問
視
し
、
文
言
通
り
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
の
見
解
が

出
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
フ
ロ
イ
ス
の
発
言
内
容
は
相
当
高
度
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
前
に

イ
エ
ズ
ス
会
は
す
で
に
山
口
な
ど
で
宗
論
を
し
て
お
り
、
そ
の
論
破
の
方
法
も
研
究
し
て
い
た
。
従
っ
て
、

一
見
高
度
と
も
い
え
る
内
容
も
、
論
破
の
研
究
を
行
っ
た
フ
ロ
イ
ス
に
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
書
翰
に
書
か
れ
た
内
容
は
ほ
ぼ
首
肯
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。 

第
三
章 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
宛
織
田
信
長
朱
印
状 

布
教
許
可
状
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
そ
の
見
解
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
滞
在
許
可
状
と
位
置
づ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
発
給
者
側
の
信
長
は
布
教
許
可
状
と
も
滞
在
許
可
状
と
も
考
え
て
お
ら

ず
、
禁
制
と
し
て
宣
教
師
に
与
え
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
朱
印
状
に
対
す
る
発
給
者
と

受
給
者
の
理
解
の
違
い
を
踏
ま
え
ず
に
、
フ
ロ
イ
ス
の
記
録
を
も
と
に
布
教
許
可
状
で
あ
る
と
か
居
住
許

事
は
事
実
を
相
当
脚
色
し
て
お
り
、
史
料
価
値
と
い
う
点
で
書
翰
よ
り
質
が
落
ち
る
。 
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ま
た
、
こ
う
し
た
京
都
で
の
状
況
と
対
照
的
に
堺
の
安
全
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。
宣
教
師
は
京
都
で
身

の
危
険
が
生
じ
る
と
、
京
都
を
離
れ
て
堺
に
避
難
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
本
書
翰
に
は
堺
ほ
ど
安
全

な
場
所
は
な
い
と
記
さ
れ
て
お
り
、
堺
の
ア
ジ
ー
ル
的
性
格
が
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
か
ら
も
窺
え
る
。 

 

こ
の
ヴ
ィ
レ
ラ
書
翰
に
は
、
こ
の
合
戦
が
与
え
た
畿
内
布
教
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

将
軍
足
利
義
輝
の
義
兄
弟
に
あ
た
る
人
物
が
、
京
都
の
教
会
を
宿
舎
と
し
て
借
用
す
る
許
可
を
将
軍
か
ら

得
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
将
軍
義
輝
か
ら
寄
宿
禁
止
の
禁
制
を
得
て
い
た
が
、
今
回
将

軍
自
ら
禁
制
を
無
視
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
京
都
で
は
反
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
京
都
の
教
会
へ
の
妨
害
が

あ
っ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
親
キ
リ
シ
タ
ン
の
異
教
徒
の
尽
力
に
よ
っ
て
事
な

き
を
得
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
混
乱
に
乗
じ
て
教
会
を
奪
取
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
宣
教
師
は

度
々
そ
う
し
た
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
反
キ
リ
シ
タ
ン
の
多
い
京
都
で
の
教
界
維
持
の
困
難
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。 

 

第
四
章
は
、
本
格
的
に
畿
内
布
教
が
開
始
さ
れ
た
永
禄
年
間
の
畿
内
情
勢
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
一
五

六
二
年
付
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
書
翰
に
は
、
永
禄
四
・
五
年
に
起
き
た
畿
内
合
戦
記
事
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
事
は
邦
文
史
料
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
宣
教
師
史
料
の
信
憑
性
を
確
認
す
る
上
で
格

好
の
記
事
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
畿
内
合
戦
に
関
す
る
記
事
を
①
四
万
の
兵
が
京
都
を
包
囲
し
た
場
面
、

②
堺
の
安
全
性
に
関
す
る
場
面
、
③
久
米
田
合
戦
等
三
好
方
敗
北
の
場
面
、
④
教
興
寺
の
戦
い
等
三
好
方

勝
利
の
場
面
の
計
四
場
面
に
分
け
て
、
内
容
的
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
は

ヴ
ィ
レ
ラ
書
翰
を
そ
の
ま
ま
引
用
、
部
分
的
に
は
要
約
と
い
う
形
で
載
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま

た
、
書
翰
の
内
容
は
邦
文
史
料
と
合
致
す
る
点
が
多
く
、
日
本
史
の
一
史
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
も
の

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。 

 

天
正
元
年
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
は
、
足
利
義
昭
へ
の
使
者
と
な
っ
て
い
た
が
、
義
昭
追
放
以
降
は
毛

利
へ
の
使
者
や
丹
波
国
山
国
荘
へ
の
入
部
に
関
わ
る
職
務
に
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
義
昭
と
信
長
の

対
立
が
軍
事
的
対
立
に
移
行
し
て
日
乗
の
活
躍
の
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
織
田
家
臣
に
よ
る
京
都
支
配

 

第
五
章
は
、
永
禄
・
元
亀
年
間
で
活
躍
し
た
日
乗
の
後
半
生
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
日
乗
は
信
長
が

足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
た
頃
か
ら
、
信
長
や
義
昭
、
さ
ら
に
は
朝
廷
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
畿
内

で
重
要
な
地
位
に
い
た
。
ま
た
、
日
乗
は
反
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
心
人
物
で
も
あ
り
、
フ
ロ
イ
ス
と
宗
論
を

行
い
、
天
皇
か
ら
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
得
る
な
ど
、
宣
教
師
追
放
に
奔
走
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
天

正
年
間
に
入
る
と
、
史
料
上
に
日
乗
の
名
が
登
場
し
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
典
類
で
は
信
長
か

ら
追
放
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
、
そ
れ
が
史
実
と
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
乗
が
追
放
さ
れ
た

と
す
る
時
期
は
諸
説
あ
り
、
実
態
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
下
で
起
き
た
今
回
の
畿
内
で
の
合
戦
を
、
畿
内
布
教
担
当
の
ヴ
ィ
レ
ラ
は
教
界
維
持
に

係
わ
る
深
刻
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
宣
教
師
は
こ
の
出
来
事
を
正
確

に
伝
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
史
料
の
信
憑
性
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
史

料
の
性
格
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
史
史
料
と
し
て
扱
う
こ
と
の
で
き
る
好
例
で
あ
る
。 

 

第
五
章 

日
乗
の
後
半
生 

第
四
章 
永
禄
四
・
五
年
の
畿
内
合
戦
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
畿
内
布
教 

可
状
で
あ
る
と
か
評
価
し
て
き
た
。
し
か
し
、
同
一
の
史
料
で
あ
っ
て
も
、
両
者
の
間
に
は
そ
の
捉
え
方

に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。 
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一
方
、
義
昭
は
幕
府
権
力
復
活
と
い
う
慢
心
か
ら
、
自
身
の
主
張
を
誇
示
し
て
綸
旨
を
も
否
定
す
る
態

度
を
と
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
態
度
に
信
長
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
ま
だ
敵
対
勢
力
が
残
存
し
、

畿
内
情
勢
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
公
武
関
係
を
も
悪
化
さ
せ
か
ね
な
い
こ
の
行

動
に
対
し
て
、
信
長
は
義
昭
と
の
連
携
で
は
な
く
、
朝
廷
と
の
協
調
体
制
を
選
択
す
る
。
そ
の
後
、
条
書

 

以
上
か
ら
、
日
乗
が
信
長
の
も
と
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
す
る
通
説
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

フ
ロ
イ
ス
書
翰
で
、
日
乗
が
信
長
の
も
と
か
ら
追
放
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ロ
イ

ス
が
日
乗
に
敵
意
を
も
っ
て
い
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
日
乗
関
連

記
事
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
、
日
乗
が
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
脅
威
で
は
な
く
な
り
、
特
記
す
べ
き
事
項

に
日
乗
が
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
乗
追
放
が
議
論
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
フ
ロ
イ
ス
書
翰
に
よ
れ
ば
、
和
田
惟
政
が
信
長
か
ら
勘
当
を
解
か
れ
た
後
、
今
度

は
日
乗
の
不
正
を
知
っ
た
日
乗
が
信
長
か
ら
叱
責
さ
れ
た
と
あ
る
。
一
般
に
、
こ
の
記
事
を
も
っ
て
日
乗

が
追
放
さ
れ
た
と
す
る
向
き
が
多
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
言
継
卿
記
』
に
も
関
連
記
事
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
信
長
が
日
乗
を
叱
責
し
た
こ
と
自
体
は
史
実
と
確
定
で
き
る
。
し
か
し
、
フ
ロ
イ
ス
書
翰
の
後
半

に
は
、
日
乗
が
信
長
か
ら
追
放
さ
れ
た
あ
と
も
内
裏
に
い
る
が
、
信
長
は
そ
れ
を
無
視
し
て
い
る
と
記
さ

れ
て
い
る
。
前
半
部
分
だ
け
見
れ
ば
日
乗
は
追
放
さ
れ
た
と
受
け
取
れ
る
が
、
実
際
は
そ
の
後
も
内
裏
に

出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

正
親
町
天
皇
は
、
永
禄
八
年
に
伴
天
連
追
放
の
女
房
奉
書
を
、
永
禄
一
二
年
に
は
綸
旨
を
発
す
る
等
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
一
貫
し
た
立
場
を
取
っ
て
い
た
が
、
宣
教
師
追
放
は
不
徹
底
に
終
わ
っ
て
い
る
。

天
皇
に
は
そ
れ
を
執
行
し
う
る
だ
け
の
権
力
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
綸
旨
が
執
行
さ
れ
な

か
っ
た
事
例
は
他
に
も
数
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
信
長
が
天
皇
に
一
任
し
た
態
度
を
と
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
天
皇
の
権
威
は
失
墜
す
る
こ
と
な
く
、
面
目
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
綸
旨
の
執
行
を
強
要
し

な
か
っ
た
正
親
町
天
皇
の
判
断
は
、
当
時
の
自
身
の
立
場
を
的
確
に
捉
え
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。 

 

永
禄
一
二
年
に
フ
ロ
イ
ス
は
京
都
復
帰
を
実
現
さ
せ
た
が
、
反
キ
リ
シ
タ
ン
一
派
の
宣
教
師
排
斥
工
作

の
た
め
、
京
都
で
の
布
教
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
た
だ
、
信
長
の
も
と
で
宗
論
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、

フ
ロ
イ
ス
と
日
乗
の
対
立
は
単
な
る
宗
教
上
の
対
立
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
布
教

地
で
の
布
教
を
優
位
に
す
る
た
め
権
力
者
か
ら
の
許
可
状
を
望
み
、
一
方
の
仏
僧
は
仏
教
界
の
現
状
維
持

の
た
め
敵
対
す
る
宣
教
師
の
追
放
を
権
力
者
に
進
言
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ロ
イ
ス
と
日
乗
の
対
立
は

キ
リ
シ
タ
ン
を
擁
護
す
る
和
田
惟
政
も
加
わ
っ
た
対
立
に
発
展
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
拠
り
所
が
そ

れ
ぞ
れ
宣
教
師
の
京
都
滞
在
を
許
可
す
る
信
長
朱
印
状
と
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
正

親
町
天
皇
や
信
長
等
も
こ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
仏
僧
と
の
対
立

は
宗
教
史
の
範
疇
だ
け
で
な
く
、
政
治
史
の
立
場
か
ら
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

第
六
章
は
、
前
章
ま
で
の
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
永
禄
年
間
の
中
央
政
権
の
実
態

を
読
み
取
っ
た
。 

第
六
章 

永
禄
一
二
年
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
め
ぐ
っ
て 

が
一
段
と
進
展
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
三
年
に
な
る
と
信
長
の
指
示
で
「
典
済
」
と
改
め
る
よ

う
指
示
さ
れ
る
が
、
特
に
追
放
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
数
日
後
に
は
信
長
の
養
女
の
嫁
入

の
際
、
警
固
役
と
な
っ
て
い
る
。
『
言
継
卿
記
』
の
天
正
四
年
二
月
二
六
日
条
ま
で
日
乗
の
動
向
が
確
認

で
き
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
点
ま
で
信
長
の
も
と
に
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 
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と
こ
ろ
が
、
ザ
ビ
エ
ル
は
入
京
す
る
と
天
皇
の
非
力
さ
を
悟
り
、
日
本
の
最
高
の
国
王
で
は
な
い
と
の

認
識
に
至
る
。
天
皇
・
将
軍
が
「
命
令
権
・
支
配
権
」
を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
情
報
は
か
つ
て
の
話
で

あ
り
、
当
該
期
で
は
名
誉
の
み
の
権
力
者
に
過
ぎ
な
い
と
の
認
識
を
も
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ

エ
ズ
ス
会
は
山
口
等
で
布
教
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
戦
国
大
名
を
「
国
王
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ザ
ビ
エ
ル
入
京
を
も
っ
て
「
国
王
」
「
領
主
」
の
該
当
者
を
改
め
、
日
本
の
実
質
的
な
権
力

者
は
戦
国
大
名
で
、
そ
の
う
ち
最
大
の
権
力
者
が
大
内
義
隆
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

戦
国
期
の
日
本
が
複
数
の
大
名
領
国
か
ら
な
る
国
家
で
あ
る
と
宣
教
師
が
認
識
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。 

 

そ
こ
で
、
「
国
王
」
「
領
主
」
の
該
当
者
が
一
定
し
な
い
原
因
を
探
る
た
め
、
来
日
以
前
か
ら
時
系
列

に
従
っ
て
、
彼
ら
の
権
力
者
観
を
読
み
取
っ
て
い
っ
た
。
ザ
ビ
エ
ル
入
京
以
前
の
権
力
者
観
は
、
ラ
ン
チ

ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
に
あ
る
権
力
者
情
報
に
よ
っ
て
確
定
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
日
本
報
告
に
よ
れ
ば
、

天
皇
は
教
皇
の
如
き
存
在
で
「
最
高
の
国
王
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
世
俗
の
者
に
も
聖
職
者
に
も
権
限
が

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
皇
は
自
ら
裁
許
を
行
わ
ず
、
そ
の
全
執
行
権
を
将
軍
に
委

ね
て
い
る
と
あ
る
。
一
方
、
将
軍
は
西
欧
の
皇
帝
の
如
き
存
在
で
「
命
令
権
・
支
配
権
」
を
所
持
す
る
「
国

王
」
と
評
価
さ
れ
、
武
家
に
よ
る
政
庁
を
持
ち
、
裁
判
や
戦
争
の
任
務
を
帯
び
て
い
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

来
日
以
前
の
日
本
国
家
観
は
、
天
皇
・
将
軍
を
頂
点
と
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
を
も
っ
た
国
家
で
あ
り
、

そ
の
理
解
の
も
と
に
宣
教
師
は
来
日
し
た
の
で
あ
る
。 

  

で
は
、
宣
教
師
が
「
国
王
」
「
領
主
」
の
該
当
者
を
改
め
る
必
要
性
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
宣
教
師
は

権
力
者
を
評
価
す
る
際
、
「
命
令
権
・
支
配
権
」
を
有
す
か
否
か
で
判
断
し
て
い
る
。
彼
ら
は
実
質
権
力

が
及
ぶ
範
囲
を
「
国
」
、
そ
の
支
配
者
を
「
国
王
」
と
捉
え
て
い
た
。
実
質
権
力
を
有
す
る
権
力
者
を
優

先
す
る
宣
教
師
の
布
教
姿
勢
が
宣
教
師
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。
ゆ
え
に
日
本
全
国
を
支
配
す
る
実
質
権

力
者
が
い
な
い
戦
国
期
の
日
本
を
統
一
国
家
と
せ
ず
、
大
名
が
実
際
に
支
配
す
る
戦
国
大
名
領
国
を
一
国

家
と
し
て
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
「
国
王
」
「
領
主
」
の
該
当
者
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

イ
エ
ズ
ス
会
は
、
布
教
地
情
報
を
伝
達
す
る
際
、
布
教
地
の
主
た
る
権
力
者
に
対
し
て
「
国
王
（rei

）
」

と
い
う
語
句
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
該
当
者
が
日
本
と
そ
の
他
の
国
で
異
な
っ
て
い
る
。
日
本
以
外
の
国

々
に
用
い
ら
れ
る
そ
れ
は
、
ま
さ
に
文
字
通
り
各
国
の
国
王
を
指
し
て
お
り
、
例
外
は
確
認
で
き
な
い
。

一
方
、
日
本
の
場
合
「
国
王
」
の
該
当
者
が
、
天
皇
・
将
軍
を
指
す
事
例
と
戦
国
大
名
を
指
す
事
例
に
分

か
れ
る
。
「
領
主
（senhor

）
」
も
同
様
で
、
大
名
と
大
名
家
臣
に
分
か
れ
る
。 

 

第
一
章
は
、
来
日
以
前
に
イ
エ
ズ
ス
会
が
得
て
い
た
日
本
情
報
と
、
来
日
後
に
そ
の
認
識
を
改
め
た
経

過
を
分
析
し
、
初
期
布
教
時
代
に
お
け
る
彼
ら
の
日
本
国
家
観
・
権
力
者
観
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 
信
長
が
こ
う
し
た
態
度
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
永
禄
年
間
の
織
田
政
権
が
強
大
な
権
力
を
も
ち
つ
つ
も
、

中
央
政
権
と
し
て
は
ま
だ
未
確
立
の
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
信
長
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
朝
廷
を
無
視
し
て
独
自
の
政
策
や
方
針
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
政
権
維
持

の
た
め
に
も
、
幕
府
や
朝
廷
を
本
来
の
か
た
ち
に
戻
し
、
正
常
な
機
能
を
果
た
す
よ
う
執
り
行
っ
た
の
で

あ
る
。
信
長
は
相
反
す
る
法
令
が
出
さ
れ
た
状
況
を
穏
便
に
片
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ

の
時
期
の
織
田
権
力
の
実
態
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。 

第
一
章 

イ
エ
ズ
ス
会
初
期
布
教
期
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

第
二
部 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

を
発
す
る
な
ど
義
昭
の
行
動
を
牽
制
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 
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以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
来
日
後
の
書
翰
に
書
か
れ
た
「
国
王
」
を
見
て
い
く
と
、
該
当
者
と
い
う
視
点

で
考
え
れ
ば
確
か
に
将
軍
と
な
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
認
識
で
は
天
皇
の
情
報
、
あ
る
い
は
天
皇
か
ら
全

責
任
を
委
ね
ら
れ
た
将
軍
情
報
と
な
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
文
脈
か
ら
「
国
王
」
が
示
す
対
象
と
、
ザ
ビ

エ
ル
の
認
識
上
の
「
国
王
」
の
対
象
は
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
ザ
ビ
エ
ル
が
天
皇
・
将
軍
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
面
か
ら
検
証
し
た
。
ザ
ビ
エ

ル
が
天
皇
と
将
軍
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
得
た
の
は
、
ラ
ン
チ
ロ
ッ
ト
の
日
本
報
告
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
本
報
告
で
注
目
す
べ
き
は
、
ザ
ビ
エ
ル
は
天
皇
と
将
軍
を
と
も
に
「
国
王
」
と
認
識
し
て
い
た
が
、

両
者
は
対
等
な
関
係
に
あ
る
と
は
捉
え
ず
、
将
軍
は
天
皇
か
ら
委
任
さ
れ
た
権
力
者
で
、
最
終
的
な
権
限

は
天
皇
に
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
も
し
両
者
が
対
等
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
な
ら
ば
、

「
国
王
」
表
記
の
際
複
数
形
を
用
い
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
ス
ペ
イ
ン
で
は
二
人
国
王
に
よ

る
共
同
統
治
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
複
数
形
表
記
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
は
天
皇
と

将
軍
に
よ
る
共
同
統
治
で
は
な
く
、
全
体
的
権
限
を
有
す
の
は
天
皇
た
だ
一
人
で
あ
り
、
将
軍
は
そ
の
権

限
を
委
任
さ
れ
た
「
国
王
」
と
宣
教
師
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
書
か
れ
た
日
本
の
「
国
王
」
の
該
当
者
を
見
て
い
く
と
、
来
日
前
は
天
皇
・
将
軍
、

来
日
後
か
ら
入
京
前
ま
で
は
将
軍
、
入
京
後
は
天
皇
・
将
軍
と
な
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
来

日
後
か
ら
入
京
前
ま
で
将
軍
の
み
を
指
す
と
い
う
の
は
、
以
下
の
点
か
ら
疑
問
点
を
残
す
。
来
日
後
「
国

王
」
を
将
軍
の
み
と
改
め
た
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
書
翰
に
記
し
た
は
ず
で
あ
る
し
、
将
軍
訪
問
を
試
み

て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ザ
ビ
エ
ル
書
翰
に
「
国
王
」
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
形
跡
は
な
く
、

ま
た
彼
が
訪
問
を
試
み
た
の
は
天
皇
の
方
で
あ
っ
た
。 

   

ザ
ビ
エ
ル
入
京
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、
戦
国
大
名
を
日
本
の
一
国
王
と
認
識
し
、
西
国
の
大
名

領
国
を
中
心
に
宣
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
永
禄
年
間
に
入
り
、
そ
の
布
教
活
動
の
一
つ
と
し
て
畿
内
布

教
が
開
始
さ
れ
る
と
、
天
皇
・
将
軍
関
連
情
報
や
日
本
全
国
に
わ
た
っ
た
情
報
な
ど
が
伝
達
さ
れ
、
権
力

者
認
識
の
変
化
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
は
天
皇
が
日
本
国
王
と
し
て
君
臨

し
て
い
た
が
、
将
軍
と
争
う
よ
う
に
な
っ
て
権
限
が
将
軍
の
も
と
に
移
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
家
臣

で
あ
っ
た
大
名
が
謀
叛
を
起
こ
し
た
た
め
、
天
皇
と
将
軍
の
権
力
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
宣
教
師
は
説
明
す

 

第
二
章
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
在
日
し
て
い
た
時
期
を
対
象
に
、
彼
が
天
皇
と
将
軍
を
日
本
の
「
国
王
」
と

し
て
ど
う
位
置
づ
け
て
い
た
か
を
考
察
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は
来
日
以
前
か
ら
、
来
日
後
す
ぐ
に
「
日
本
国

王
」
の
も
と
を
訪
れ
る
こ
と
を
書
翰
に
書
き
記
し
て
い
る
。
そ
の
「
国
王
」
が
誰
を
指
す
の
か
、
す
な
わ

ち
天
皇
か
将
軍
か
で
従
来
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

第
三
章 

畿
内
布
教
期
の
権
力
者
・
国
家
認
識 

第
二
章 
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
天
皇
・
将
軍
認
識 

そ
の
後
、
畿
内
宣
教
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
再
び
天
皇
と
将
軍
に
関
す
る

記
事
が
載
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
天
皇
は
尊
位
の
ほ
か
は
持
た
な
い
「
国
王
」
と
し
て
、
将
軍
は
権
力

を
有
す
る
「
国
王
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
の
は
、
受
取
手
の

外
国
人
宣
教
師
が
天
皇
・
将
軍
両
者
を
区
別
し
て
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
畿
内

布
教
期
に
入
っ
て
、
宣
教
師
は
よ
う
や
く
天
皇
と
将
軍
を
区
別
し
て
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
「
命
令
権
・
支
配
権
」
を
有
す
戦
国
大
名
も
安
定
し
た
権
力
で
は
な
く
、
結
局
宣
教
師
は
複
数

の
地
域
で
布
教
保
護
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 
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ま
た
、
全
国
平
定
を
目
前
に
し
て
、
秀
吉
が
関
白
と
い
う
称
号
を
天
皇
か
ら
賜
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
こ
の
時
、
宣
教
師
は
「
日
本
全
国
の
君
主
」
と
な
っ
た
秀
吉
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
関
白
を
授
与

し
た
天
皇
に
も
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
秀
吉
が
日
本
の
君
主
と
し
て
新
た
な
政
権
機
構
を
創
成

す
る
こ
と
は
せ
ず
、
旧
来
の
そ
れ
を
利
用
し
な
が
ら
政
権
づ
く
り
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

豊
臣
政
権
と
い
う
名
実
と
も
に
日
本
の
支
配
者
た
る
権
力
の
誕
生
に
よ
っ
て
も
、
天
皇
の
権
威
は
失
わ
れ

な
か
っ
た
と
宣
教
師
は
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
「
天
下
の
君
主
」
に
よ
る
支
配
と
い
う
側
面
（
新
し
い
動

き
）
と
、
公
武
の
併
存
関
係
（
旧
来
よ
り
の
動
き
）
の
両
面
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
織
豊
政
権
の

特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

第
五
章
は
、
前
章
ま
で
で
明
ら
か
に
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
日
本
国
家
観
を
も
と
に
、
中
近
世
移

行
期
王
権
論
を
論
ず
る
試
み
を
行
っ
た
。 

  

イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
か
ら
権
力
者
情
報
を
読
み
解
く
と
、
宣
教
師
は
日
本
全
国
・
大
名
領
国
・
国
郡
制
の

三
種
類
の
「
国
」
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
中
で
も
基
本
的
な
「
国
」
は
大
名
領
国

の
「
国
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
宣
教
師
が
実
質
権
力
者
と
認
識
す
る
「
国
王
」
の
支
配
す
る
「
国
」
で

あ
り
、
西
洋
の
枠
組
み
に
当
て
は
め
て
捉
え
た
国
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
畿
内
布
教
開
始
に

伴
い
、
天
皇
や
将
軍
と
い
う
名
誉
の
み
の
権
力
者
も
伝
達
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
天
皇
と
将

軍
を
「
日
本
全
国
の
国
王
」
と
す
る
場
合
の
「
国
」
と
、
変
わ
ら
ず
大
名
を
「
国
王
」
と
し
、
天
皇
と
将

軍
を
そ
の
「
統
括
者
」
「
皇
帝
」
と
す
る
「
国
」
の
二
種
類
の
国
概
念
に
よ
っ
て
伝
達
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
上
位
部
分
に
あ
た
る
武
家
政
権
の
捉
え
方
に
は
、
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
信
長

が
安
土
に
居
城
し
た
頃
か
ら
、
宣
教
師
は
信
長
を
「
天
下
の
君
主
」
と
評
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
能
寺

の
変
後
、
秀
吉
を
そ
の
後
継
者
と
し
て
認
め
、
信
長
同
様
「
天
下
の
君
主
」
と
位
置
付
け
、
徳
川
政
権
に

至
る
と
家
康
に
も
同
じ
よ
う
に
「
天
下
」
を
用
い
て
説
明
す
る
。
宣
教
師
は
、
「
天
下
」
を
君
主
国
と
理

解
し
て
お
り
、
京
都
を
中
心
と
す
る
畿
内
地
域
を
支
配
す
る
者
は
、
全
国
の
命
令
権
・
支
配
権
を
掌
中
に

し
た
と
し
て
、
日
本
全
国
へ
の
支
配
力
が
お
よ
ぶ
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
に
「
天
下
の

君
主
」
と
呼
ば
れ
た
信
長
・
秀
吉
・
家
康
は
、
日
本
の
中
央
政
権
の
君
主
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

第
四
章
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
戦
国
期
日
本
の
国
家
観
を
踏
ま
え
て
、
織
豊
期
に
そ
の
認
識
が
改
め

ら
れ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
、
中
世
・
近
世
の
移
行
過
程
を
読
み
と
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、

大
名
領
国
を
一
国
家
と
捉
え
、
そ
れ
を
幕
府
や
朝
廷
が
統
括
す
る
と
い
う
、
連
合
国
家
的
要
素
を
持
つ
国

家
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
国
家
の
枠
組
み
の
捉
え
方
は
、
戦
国
期
か
ら
織
豊
期

に
至
っ
て
も
基
本
的
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。 

 

つ
ま
り
、
戦
国
期
日
本
は
、
実
態
と
し
て
は
大
名
が
各
領
国
を
支
配
す
る
複
数
か
ら
な
る
国
家
で
あ
る

が
、
そ
の
大
名
を
名
目
的
な
権
威
に
よ
っ
て
天
皇
と
将
軍
が
統
括
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
統
一
国
家
で

あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
期
の
宣
教
師
の
権
力
者
・
国
家
理
解
で
あ
っ
た
。
宣
教
師
は
、
天
皇
・
将
軍

と
大
名
の
関
係
を
名
目
的
権
威
と
実
質
権
力
と
い
う
両
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
日
本
の
権
力
者
を
理
解

し
、
そ
の
結
果
戦
国
期
日
本
を
連
合
国
家
的
要
素
を
も
っ
た
国
と
把
握
し
た
の
で
あ
る
。 

 

第
五
章 

日
本
王
権
の
重
層
性
と
二
重
性 

第
四
章 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
「
天
下
」
理
解
と
朝
廷
理
解 

る
。
し
か
し
、
実
質
権
力
者
の
戦
国
大
名
が
天
皇
と
将
軍
に
一
定
の
敬
意
を
払
う
様
子
を
見
て
、
権
力
だ

け
で
は
読
み
取
れ
な
い
戦
国
日
本
の
国
家
を
理
解
し
た
。 
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こ
う
し
た
新
た
な
武
家
政
権
の
誕
生
を
読
み
と
る
一
方
で
、
彼
ら
は
こ
の
時
期
天
皇
の
権
威
に
も
注
目

す
る
。
秀
吉
は
全
国
制
覇
の
過
程
で
関
白
に
就
任
す
る
が
、
そ
の
際
天
皇
よ
り
授
与
さ
れ
る
こ
と
を
宣
教

師
は
知
り
、
天
皇
に
対
す
る
注
目
度
が
一
気
に
上
が
る
。
武
家
政
権
に
よ
っ
て
全
国
統
一
が
果
た
さ
れ
て

も
な
お
、
天
皇
お
よ
び
朝
廷
の
存
在
が
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
宣
教
師
に
と
っ
て
奇
異
に
映
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
天
皇
の
権
威
の
源
泉
を
こ
れ
ま
で
の
偶
像
崇
拝
の
象
徴
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
官
職
授
与

 

そ
の
一
方
で
、
織
豊
期
に
至
る
と
、
国
家
構
造
上
の
変
化
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
上
位
部
分
に
あ
た
る

武
家
政
権
に
変
化
が
あ
る
と
認
識
し
た
。
永
禄
年
間
頃
の
織
田
信
長
は
、
絶
対
的
な
権
力
を
有
し
て
い
て

も
中
央
政
権
と
し
て
は
未
熟
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
京
都
滞
在
を
め
ぐ
っ
て
、
天
皇
と
信
長
は
そ
れ

ぞ
れ
宣
教
師
に
対
す
る
態
度
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
穏
便
に
事
を
片
づ
け
て
い
く
状
況

が
窺
え
る
。
そ
の
信
長
も
本
能
寺
の
変
前
後
に
「
天
下
の
君
主
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
天

下
の
君
主
」
と
い
う
説
明
は
、
そ
の
後
の
秀
吉
・
家
康
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
織
豊
政
権
お

よ
び
徳
川
政
権
を
日
本
の
新
た
な
中
央
政
権
と
位
置
づ
け
、
そ
の
創
始
を
織
田
政
権
に
見
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。 

 
V

o

とrei

両
語
句
か
ら
読
み
取
っ
た
日
本
の
王
権
構
造
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
い
た
る
ま
で

基
本
的
に
は
変
化
し
な
い
こ
と
か
ら
、
中
近
世
移
行
期
王
権
の
枠
組
み
自
体
は
連
続
的
に
読
み
取
れ
る
。

し
か
し
、
織
豊
期
に
至
る
と
、
武
家
王
権
に
対
す
る
評
価
が
異
な
っ
て
く
る
。
信
長
・
秀
吉
・
家
康
を
「
天

下
の
君
主
」
と
書
き
記
す
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
君
主
国
を
掌
握
し
た
王
権
と
し
て
位
置
づ
け
て
く
る
。

こ
の
説
明
は
天
皇
に
対
す
る
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
と
天
下
人
に
よ
る
王
権
双
方
を

日
本
全
国
を
支
配
す
る
日
本
王
権
と
し
て
捉
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
国
期
で
は
室
町
王
権
は

名
誉
の
み
の
王
権
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
織
豊
期
は
信
長
・
秀
吉
に
よ
る
実
体
的
な
王
権
と
し
て
評
価
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
王
権
が
誕
生
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
で
「
王
」
と
い
う
訳
語
を
し
ば
し
ば
目
に
す
る
が
、
原
文
は
す
べ
て
同
一
語
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、Vo

とrei

の
二
語
が
存
在
す
る
。Vo

は
天
皇
の
み
を
指
し
て
お
り
、
邦
文
史
料
の
「
王
」

の
事
例
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
王
権
論
と
同
じ
土
俵
で
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
従
来
の
王
権
論
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、V

o

か
ら
の
王
権
論
は
イ
コ
ー
ル
天
皇
論
と
な
る
問

題
点
を
は
ら
ん
で
い
る
。
一
方
、rei

は
西
洋
の
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
た
王
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
天
皇
と
将

軍
そ
れ
ぞ
れ
を
指
し
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
一
貫
し
た
捉
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
てrei

が
大

名
も
指
す
事
例
も
看
過
で
き
な
い
。rei

の
該
当
者
と
そ
の
権
力
を
分
析
し
た
結
果
、
中
近
世
移
行
期
の
王

権
構
造
の
特
徴
は
、
大
名
王
権
（
小
王
権
）
と
そ
れ
を
統
括
す
る
日
本
全
国
の
王
権
（
大
王
権
）
の
重
層

性
と
、
大
王
権
の
二
重
性
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
王
権
構
造
自
体
は
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
ま
で
一
貫

し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。 

 

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
、
来
日
以
前
で
は
天
皇
・
将
軍
を
日
本
国
王
と
す
る
統
一
国
家
と
捉
え
て
い
た

が
、
ザ
ビ
エ
ル
入
京
後
に
そ
の
認
識
を
改
め
、
戦
国
大
名
を
日
本
の
一
国
王
と
位
置
づ
け
た
。
畿
内
布
教

期
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
国
家
観
が
ほ
ぼ
確
立
し
た
と
い
え
、
戦
国
大
名
を
領
国
の
国
王
と
し
、
そ
の
大
名

を
統
括
す
る
天
皇
と
将
軍
を
日
本
国
王
と
評
価
し
た
。
つ
ま
り
、
領
国
の
国
王
と
日
本
全
国
の
国
王
と
い

う
重
層
的
国
家
構
造
、
お
よ
び
二
人
の
日
本
国
王
と
い
う
二
元
体
制
が
中
近
世
移
行
期
日
本
の
国
家
構
造

で
あ
り
、
そ
の
国
家
構
造
自
体
は
戦
国
期
か
ら
徳
川
初
期
ま
で
連
続
し
た
も
の
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。 

 

１ 

本
論
文
の
結
論 

終
章 

連
合
国
家
と
二
人
国
王 
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以
上
の
点
か
ら
、
本
論
文
で
明
ら
か
に
し
た
連
合
国
家
と
い
う
枠
組
み
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
如
上
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
の
課
題
は
天
皇
の
存
在
で
あ
る
。
天
皇
権
威
に
つ
い
て
は
、
来
日
前
の
日
本
情
報
か
ら
読
み

取
れ
、
天
皇
を
呪
術
的
・
宗
教
的
な
存
在
の
象
徴
と
し
て
捉
え
、
天
皇
の
聖
性
と
武
家
政
権
へ
の
全
権
授

与
の
二
点
が
理
解
さ
れ
て
い
た
。
次
第
に
そ
れ
は
偶
像
崇
拝
の
象
徴
と
官
職
授
与
と
い
う
形
で
具
体
化
さ

れ
て
い
く
が
、
そ
の
権
威
の
源
泉
は
天
皇
が
日
本
古
来
の
国
王
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
統
的
権
威
に
求
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
天
皇
の
権
威
は
豊
臣
期
に
入
っ
て
、
一
層
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
天
皇
権

威
に
関
し
て
も
織
豊
期
に
注
目
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。 

 

重
層
的
国
家
構
造
と
二
人
の
国
王
に
よ
る
二
元
体
制
を
考
え
た
と
き
、
一
国
王
と
位
置
付
け
ら
れ
続
け

た
大
名
の
評
価
、
織
田
政
権
の
中
央
政
権
に
至
る
成
立
過
程
、
天
皇
権
威
の
源
泉
が
今
後
の
課
題
と
し
て

明
確
に
な
っ
た
。
本
論
文
で
は
、
永
禄
年
間
の
織
田
政
権
は
中
央
政
権
と
し
て
は
未
熟
で
あ
り
、
朝
廷
と

の
協
調
体
制
を
と
っ
て
い
た
点
、
天
正
年
間
に
入
る
と
「
天
下
の
君
主
」
と
な
り
、
新
た
な
中
央
政
権
の

誕
生
を
宣
教
師
が
認
め
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
「
天
下
の
君
主
」
を
信
長
・
秀
吉
・
家

康
に
対
し
て
連
続
し
て
用
い
た
こ
と
か
ら
、
「
天
下
の
君
主
」
に
よ
る
政
権
の
成
立
を
も
っ
て
近
世
国
家

の
誕
生
と
し
、
そ
の
創
始
を
織
田
政
権
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
今
後
は
、

そ
の
論
点
と
な
る
天
下
論
と
織
田
権
力
の
実
態
解
明
を
行
い
た
い
。 

 

本
論
文
の
結
果
、
国
家
構
造
の
各
部
位
に
注
目
す
る
だ
け
で
は
、
中
近
世
移
行
期
研
究
の
統
一
的
見
解

は
生
ま
れ
て
こ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
当
該
期
の
国
家
構
造
が
い
か
な
る
も
の
か
を
踏
ま
え
、

各
部
位
の
研
究
成
果
を
も
と
に
総
合
的
に
移
行
期
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
論
文
で
は
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
国
家
構
造
の
枠
組
み
に
こ
だ
わ
っ
て
論
じ
て
き
た
。 

２ 
今
後
の
課
題
と
展
望 

と
い
う
世
俗
面
に
お
い
て
も
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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